
2050年を見据えた省エネ・新エネ促進ロードマップ

2050 2030
(行動計画【第Ⅲ期】の目指す姿)ステップアップ(後半期の取組)

行動計画【第Ⅲ期】計画期間
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新エネの最大限の活用

・住民や地元企業の参加した取組

・地域マイクログリッド構築など災害時にも

活用可能な供給体制のレジリエンス向上

・熱利用でのエネルギー源の化石燃料から

新エネへの転換

・アグリゲータなどデジタル技術を活用した

ビジネスの展開

需給一体型のエネルギーシステム構築の進展

エネルギー基地北海道

・洋上風力発電や大規模新エネ電源の活用

・先端技術の普及拡大

道内や全国に新エネを供給する基盤の形成

環境関連産業の振興

・道内外からの投資の進展

・道内企業の参入が進展

環境関連産業が食や観光に続く
成長産業の一つに

エネルギー基地
北海道が確立

・道内の新エネが道内外で最大限
活用され、国の再エネ主力電源
化に貢献

・化石燃料依存の消費構造から

の転換

・新エネが自立した主力電源の

一つとして定着

新エネ活用があたりまえに

・ZEB,ZEH,省エネ・新エネ

設備等の普及

・VPP,DRなどの技術を活用し

地域内での新エネの最適活用

資源･エネルギー･資金･雇用の

地域内経済循環の確立

・関連産業への導入企業の参入

・関連する新しい産業の創出

大規模新エネの開発・導入の進展

・大規模新エネ電源が経済性の

ある電源として事業継続

・ポテンシャルを活かし洋上風力

の導入が拡大

徹底した省エネ社会

・エネルギーの効率的利用による化石燃料使用

の減少

・次世代自動車や省エネ住宅・建築物の普及拡大

暮らしや経済活動の一部として省エネが浸透

後半期の基本的な考え方(主な追記部分)

・地域へのメリットを含む「地域との共生」を明確化後半期の推進方針

・再エネ供給拠点と利活用拠点の双方で取組を進め、全道域にその効果を波及させる

・再エネ導入にあたっては、自然環境や景観との調和を図ることなどを前提に、
地域の理解のもとで適切に事業が実施されることが重要

・現状の取組に加え、以下の６つの視点に立った取組を重点的に実施する

目指す姿や目標の達成に向けた、現状の取組

６つの視点のもと、重点的に推進する事項


